
子どもの居場所づくりアドバイザーの皆さん

食べ切れない食べ切れない ありませんか？ありませんか？ありませんか？
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おおかかええりり～～！！！

「おかえり～！」
ここはみんながほっとできる場所です　小児看護師をしていた時にさまざまな環境にある家庭と接し、子ど

ものためにもっと何かできるのではないかと思っていました。退職後、
その思いが強くなり、誰でも気軽に参加でき、地域の助け合いや交流
の場をつくりたいとの思いから、１年前に「子ども食堂」を始めまし
た。ここは、子どもが放課後に勉強や遊びをする居場所だったり、赤
ちゃんがいるお母さんのコミュニティーの場であったり、多世代が楽
しく交流しています。子どもたちが「ただいまー！」と来てくれて、
おにぎりを「おいしい！」と言ってみんなが笑顔いっぱいで食べてい
る姿を見ると、とてもうれしいです。このような居場所があることを
知らない人も多いと思います。誰でも参加できますので、皆さんでぜ
ひ遊びに来てください。

学生ボランティアの皆さん
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子どもから大人までみんなで集
まって食事をする他にも、近所
の高齢者などを支援するため、
お弁当も届けています。誰もが
利用できて参加できる、たくさ
んの笑顔があふれる場所です！

おやつのおにぎりは、
お米を２升炊いても
あっという間になくなります
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みんなのおうえん団

毎週水曜日 午後３時～７時開催
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子ども食堂

特定非営利活動法人

無料学習支援 月１回開催
富岡市

料理を作ったり小さい子と遊んだりして、
みんなで楽しんでいます！
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お弁当どうぞ！

◎ 必要とされている子どもの居場所
　少子化や核家族化、地域とのつながりの希薄化などにより、
子どもや家庭が抱える課題は複雑・多様化しています。さら
に子どもたちが社会性や生活力を身に付けるためには、たく
さんの大人や仲間と関わることが大切です。
　そこで、誰でも自由に利用ができ、食事や学習、遊びなど
を通して多世代で交流できる居場所づくりが求められています。

　子どものために無料または
安価で食事を提供する居場所です。誰でも利
用できる所が多く、子どもや保護者の他、地
域の高齢者なども参加して、だんらんしなが
ら食事をしていることもあります。

　勉強をサポートしたり、進路
相談を行ったりとさまざまな面
で学習の支援をしている居場所です。NPO法
人などが運営しており、学生ボランティアと
協力して活動している所もあります。

　さまざまな遊びや体験
活動を通じて、社会性や
協調性などを養うための居場所です。生活習
慣を身に付けたり、相談に応じたりと内容は
多岐にわたります。

家でも学校でもなく、子どもが安心して過ごすことができる地域の場所のことです。
決まった定義はなく、運営者の工夫によりさまざまな形で運営されています。◎ 子 ど も の 居 場 所 っ て ど ん な 所 ？

     子　ど　も　食　堂          学　習　支　援     遊び・体験活動

　県内で大きな広がりを見せているさまざまな「かたち」の子ど
もの居場所を知っていますか。子どもたちを広く受け入れ、温か
く成長を見守り、支える場所としてとても大切なものになってい
ます。また子どもを中心に地域の多世代の人たちがつながり、み
んなが交流できる場所にもなっています。
　関わり方は人それぞれ。さまざまな方法や立場で参加して、地
域の輪をさらに広げてみませんか？

地域の人たちと一緒に自由に
過ごせる居場所づくり
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無料または安価な子ども食堂

家事援助（買い物や食事の世話）

各種支援策をもれなく
周知できるような広報の充実
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県ひとり親世帯調査（３年度） 父子世帯

86%の人が利用し
たいと回答してい
ることから、ニー
ズが高いことが分
かります。

子ども食堂フェアアンケート（４年度）

これから子ども食堂を利用してみたい人
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